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1. はじめに 

 アスファルト舗装におけるわだち掘れに対して，アス

ファルト舗装の耐流動性を評価するため，一般的にホイ

ールトラッキング試験（以下，WT 試験）が行われてい

る．しかし，現在のWT 試験では走行荷重による供試体

表面の変形を捉えているにすぎないため，供試体全体と

しての流動の検討を行ううえでは不十分であり，原因解

明や進行過程を考慮した対策を行うことは困難とされて

いる．WT 試験用型枠の一面をガラス板とし，骨材の動

きを断続的に写真で撮影することで，流動特性を骨材の

動きから検討する試みはなされているものの，これらの

研究は側面のみの評価であり，供試体内部を評価したと

は言い難い．そこで，供試体内部を非破壊で評価できる

メリットを持つ X線 CT 装置をWT 試験用供試体に適用

することが有効であると考えられる．  

本研究の目的は，輪荷重直下のアスファル

ト混合物内部における変形特性を解明し，

WT 試験において内部変形の評価法の有用

性について検討することである．WT 試験

前後に，X 線 CT を用いて荷重下の断面を撮

影し，得られた画像を画像解析(DIC) により

解析することで，WT 試験供試体の変位とひ

ずみ特性についての評価を試みる． 

2. 試験概要 

 (1)供試体 

今回の試験で使用したアスファルト混合物は最大粒径

13mm の密粒度アスファルト混合物（以下，密粒度）及

びポーラスアスファルト混合物（以下，ポーラス）であ

る．密粒度にはストレートアスファルト（以下，W1）及

びポリマー改質アスファルト II 型（以下，W2）を用い，

ポーラスにはポリマー改質アスファルト H型（以下，W3）

を用いた．また WT 試験前後の画像を簡便に比較するた

め，X 線を照射する位置に通常の骨材よりも密度の高い

電気炉酸化スラグ骨材（密度＝3.697g/cm3）を配置した． 

 

(2) WT試験 

WT試験は『舗装調査・試験法便覧』1）に示される方法

で実施した(図 1)．試験温度は 60°C，載荷荷重は 49kN で

ある．WT試験回数は近藤らの文献 2)を参考に600回，2400

回，6000回とした．  

 (3)X線 CT撮影 

 撮影断面は図 2 に示す通りで，上部，中央部，底部の

3 か所に分けて撮影している．載荷前(0 回)及びそれぞれ

の載荷後に X線 CT 撮影を実施した．X 線 CTの撮影条

件は，過去の研究事例を参考に表 1のように設定した． 

 (4)DIC 

 本研究では DIC 用の CT 画像サイズを 135.5mm×

52.4mm(1850×715 pixel)で設定した．使用した CT画像は，

先述したスラグ等を参考に最も同一らしい断面を抽出し

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1．X線 CT撮影条件 

管電圧 300kV 

スライス厚 1mm 

撮影領域 φ150mm 

画像構成マトリクス数 2048×2048 

ボクセルサイズ 0.073×0.073×1.0mm
3 

 

3. 試験結果及び考察 

6000回載荷後のW1の写真を図 3に示す．表面上から

もわだち掘れが発生していることが確認できる．WT 試

験における表面の沈下量は，2400回まででW1が 4.18mm，
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図 1．WT試験の様子 
図 2．撮影断面及び載荷面 



W2 が 1.55mm，W3 が 1.92mm であった．DIC に用いた

CT画像を図 4に，DICで得られた変位画像を図 5に示す．

ここでは密粒度のW1及びW2の結果のみ記している． 

図 4 において，輪荷重下で黒い部分が多くなっていっ

ていることからタイヤ荷重によるわだち掘れが確認でき

る．図 5 は，鉛直上向き方向の変形量を青色，鉛直下向

き方向の変形量を赤色で示す．(a)は W1 の 0～600pass，

(b)は 600～2400pass，(c)は W2 の 0～600pass，(d)は 600

～2400pass時における変位量を示している． 

初期載荷においては(a)(c)共に荷重直下部を中心に移動

が卓越している．一方 2400 回載荷時においては(b)と(d)

で変形特性の違いが明確に表れ，(d)では全体的な変位量

は非常に小さい．これはポリマー改質アスファルトによ

る所定の強さが発揮されている為と考えられる．また

2400 回時においては(b)(d)ともに上層部で隆起の動きが

確認できた．これは 600 回までの圧縮で骨材がかみ合っ

た密な状況になり，変形の拘束がない表

面に盛り上がった為と考えられる．また

WT 試験での表面沈下量が(a)において

1.74mm，(c)において 1.01mmであったの

に対し，供試体内部では(a)で 1.8mm，(c)

で 1.1mm を超える変位が多数確認でき

た．このことから内部を考慮した評価法

が望まれると言える．局所的に大きな変

位があった箇所は，主として大粒径の骨

材や空隙の影響，また二次元で表してい

る為に載荷方向にずれた骨材もあるが

同断面としてみなしている分の誤差な

どの影響が考えられる． 

4．まとめ 

本研究は，WT試験供試体に

X線 CT及び DICを適用し，表

面上の WT 試験のみでは分か

らなかった供試体内部の変形

特性を明らかにした．X 線 CT

や DIC は効率的にアスファル

ト混合物内部の状態を把握し

定量化できるツールとして非

常に有効であることが確認で

きた． 

今後は，水平方向も含めた変

位ベクトル図等を作成し，より

詳細に変形特性の解明を行う．また，内部で見られた変

形特性とわだち掘れやひび割れとの因果関係についての

検討や，より実現象に近い多層体や一方向走行での実験

を行っていく必要があると考える． 
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図 5. DICによって得られた二次元変位画像(鉛直方向) 

(a)．W1底部 (0～600pass) 

(b)．W1底部 (600～2400pass) (d)．W2底部 (600～2400pass) 

(c)．W2底部 (0～600pass) 
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図 3．密粒度アスファルト(W1) 

図 4．密粒度アスファルト混合物の底部における CT画像 

a-1，(W1)initial

a-2，(W1)600pass

a-3，(W1)2400pass

b-1，(W2)initial

b-2，(W2)600pass

b-3，(W2)2400pass
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